
今今今
治治治
歴歴歴
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散散散
歩歩歩

今
治
の
埋
も
れ
た
、
魅
力
あ
る
歴
史
文
化

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
第
三
回
は
、

今
治
の
電
気
・
ガ
ス
事
業
の
お
こ
り
に
つ
い

て
紹
介
し
、
明
治
末
か
ら
大
正
期
頃
の
今
治

産
業
界
を
歴
史
散
歩
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
今
治
財
界
人
の
発
電
事
業

今
治
の
地
で
、
一
般
用
・
工
場
用
向
け
の
電
力

供
給
が
始
ま
る
の
は
、
明
治
末
期
の
こ
と
で
す
。

め
ん

当
時
の
今
治
は
、
綿
ネ
ル
を
中
心
と
し
た
織
物
業

き
も
う

が
盛
ん
で
、
明
治
三
〇
年
代
に
織
機
・
起
毛
機
の

機
械
化
導
入
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
動
き
は
、

今
治
で
最
初
に
タ
オ
ル
製
織
を
始
め
た
阿
部
会
社

け
ん
い
ん

（
阿
部
平
助
）
を
牽
引
役
と
し
て
、
四
〇
年
代
以

降
加
速
し
ま
す
。
織
物
業
に
お
け
る
産
業
革
命
が
、

今
治
を
近
代
商
工
都
市
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
ま

す
。明

治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
九
月
、
阿
部
光
之

助
・
八
木
春
樹
ら
の
実
業
家
に
よ
っ
て
、
今
治
電

な
が
た
に

気
�
が
創
立
さ
れ
、
同
四
〇
年
一
一
月
に
長
谷
発

電
所
が
竣
工
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
蒼
社
川
上
流
の

く

わ

越
智
郡
九
和
村
長
谷
に
設
置
さ
れ
た
水
力
発
電
所

で
、
規
模
は
有
効
落
差
約
一
八
・
三
メ
ー
ト
ル
・

出
力
一
八
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
し
た
。
送
電
は
同
年

一
二
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
当
時
の
今
治
町
と
越
智

郡
陸
地
部
を
供
給
地
と
し
ま
す
。
松
山
の
伊
予
水

力
電
気
�
・
湯
山
発
電
所
の
開
業
（
同
三
六
年
一

月
）
か
ら
、
四
年
遅
れ
の
電
気
事
業
で
し
た
。

●
事
業
の
進
展
と
ラ
イ
バ
ル
の
出
現

明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
八
月
、
今
治
電
気

�
は
織
物
工
場
群
に
近
い
市
街
地
へ
、
出
力
七
五

く
ら
し
き

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
蔵
敷
火
力
発
電
所
を
増
設
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
不
足
す
る
電
力
に
対
応
し
た
も
の
で
、

さ
ら
に
西
条
・
加
茂
川
水
系
に
も
新
た
な
水
力
発

電
所
の
建
設
を
計
画
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
が

西
条
水
力
電
気
�
の
計
画
と
競
合
し
た
た
め
、
愛

媛
県
知
事
の
調
停
に
よ
っ
て
両
社
は
合
併
。
同
四

し
ゅ
う
そ
う

に

四
（
一
九
一
一
）
年
一
〇
月
、
越
智
・
周
桑
・
新

い居
三
郡
を
供
給
地
と
す
る
愛
媛
水
力
電
気
�
が
誕

生
し
、
阿
部
光
之
助
が
こ
の
代
表
に
就
任
し
ま
す
。

一
方
、
電
気
事
業
に
や
や
遅
れ
、
ガ
ス
事
業
も

主
要
都
市
で
開
業
し
て
い
き
ま
す
。
松
山
が
明
治

四
五
年
一
月
、
今
治
が
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年が

五
月
に
供
給
を
開
始
。
光
之
助
は
、
そ
の
今
治
瓦

す斯
�
の
創
立
（
大
正
元
年
一
一
月
）
に
も
尽
力
し

ま
す
が
、
開
業
直
前
に
代
表
権
は
八
木
亀
三
郎
が

握
り
ま
す
。
当
時
、
亀
三
郎
は
愛
媛
県
有
数
の
資

産
家
で
、
製
塩
業
を
軸
に
多
角
事
業
を
展
開
す
る

波
止
浜
財
界
の
リ
ー
ダ
ー
で
し
た
。

●
光
之
助
（
今
治
）
と
亀
三
郎
（
波
止
浜
）

光
之
助
は
、
阿
部
平
助
の
弟
で
、
伊
予
綿
ネ
ル

同
業
組
合
長
や
今
治
商
工
会
議
所
理
事
長
を
務
め

る
今
治
産
業
界
の
実
力
者
で
し
た
。
さ
ら
に
今
治

町
長
・
県
議
会
議
長
（
憲
政
会
）
も
経
験
し
、
愛

媛
県
政
に
も
影
響
力
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方

の
亀
三
郎
も
、
波
止
浜
村
長
・
県
議
会
議
員
（
政

友
会
）
を
経
験
し
、
今
治
商
業
銀
行
の
頭
取
で
も

あ
り
ま
し
た
。
今
治
・
波
止
浜
財
界
の
競
合
が
、

今
治
の
近
代
産
業
を
育
ん
だ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
治
市
が
誕
生
す
る
大
正
九
（
一
九
二
〇
）

に
ぶ
か
わ

年
、
愛
媛
水
力
電
気
�
は
鈍
川
発
電
所
（
五
一
五

キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
を
竣
工
さ
せ
、
長
谷
発
電
所
は
わ

ず
か
十
数
年
で
役
目
を
終
え
ま
す
。
伸
長
す
る
電

力
需
要
に
、
出
力
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
た
の
で

す
。ち

ょ
う
ど
そ
の
頃
、
今
治
は
「
四
国
の
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
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